
競争的資金の申請・獲得マニュアル     2005年12月22日(木) 

時 間  

13：00 

～ 

14：40 

□外部教育研究資金申請のプロポーザルと採択理由 
～魅力ある教育研究のための学内体制／改革の契機としての外部資金獲得～ 

工学院大学  木 村  雄 二 
１．はじめに 

(1)種々の外部教育研究資金申請への取組 

(2)教育の質的改善に向けて：教育/研究の好ましい関係は 

(3)ＪＡＢＥＥ etc.への取組 

２．ＧＰ(特色ある教育支援プログラム)申請に向けた体制つくり 

(1)ＧＰプロジェクトの立ち上げ (2)本学の教育の特色とは 

(3)申請課題の整理と申請のスケジュール 

３．ＧＰ申請に向けた準備 

(1)申請書の作成：特色ＧＰと現代ＧＰ (2)申請書取りまとめの留意点 

(3)ヒアリングに向けた準備 

４．ＧＰ審査に関わる中で 

(1)教育の改革に向けた各大学の取組 (2)申請テーマのカテゴリーの特徴 

(3)ヒアリングの重要性 (4)審査における視点 

５．教育・研究資金獲得に向けて 

(1)科学研究費の獲得に向けて 

(2)ハイテクセンター・学術フロンティア：研究センターの整備 

(3)大学発ベンチャー (4)学内体制の整備：リエゾンオフィス，ＣＯＲＣ 

６．おわりに 

(1)外部資金獲得に向けた努力を改革の契機に 

(2)魅力的な教育プログラム作成に向けた継続的な挑戦を         ＜質疑応答＞ 

 14：40 ～ 15：00 コーヒー・ブレイク ＆ 交流タイム  

15：00 

～ 

16：50 

□競争的資金獲得のための申請支援業務の実際 

～公募情報の収集・分析／日程管理／申請書・ヒアリング対応～ 
京都大学  金 子   馨 

１．申請に当たっての情報収集 

(1)公募の継続性，新規の確認 (2)公募時期等時期の確認 

(3)文科省ＨＰ、ＧＰフォーラムの活用 

２．日程管理 

(1)取組方式の違いによる対策 (2)応募テーマの学内調整 

(3)新しい公募情報のチェック 

３．過去の採択大学の分析 

(1)採択理由・傾向の把握 (2)自大学の進歩性・新規性 

(3)類似・新規の取り組みの比較表 

４．申請書の記入要領 

～チェック・リストの作成 

５．ヒアリング対応 

(1)事前学内ヒアリングの実施 (2)本番ヒアリングに向けた準備 

(3)分かりやすいプレゼンテーション 

６．補助金に対する注意事項 

７．申請直前の最終チェック 

８．大学を売り込む方法                         ＜質疑応答＞ 
  


